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１
．
将
来
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ

　
人
は
古
来
「
未
知
な
る
も

の
」
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
保

険
会
社
は
、
契
約
者
が
抱
え

る
不
確
実
性
を
自
社
の
プ
ー

ル
に
抱
え
込
む
こ
と
に
よ
っ

て
経
営
す
る
。
不
確
実
性
管

理
の
技
術
が
保
険
会
社
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー

で
あ
る
。

　
将
来
に
向
か
っ
て
行
動
を

起
こ
そ
う
と
す
る
と
き
、
わ

れ
わ
れ
は
将
来
の
予
測
を
立

て
る
こ
と
か
ら
始
め
る
（
裏

返
せ
ば
、
ど
の
よ
う
な
チ
ャ

ン
ス
と
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い

る
か
を
探
る
）
。
こ
の
予
測

の
技
術
が
不
確
実
性
を
理
解

し
、
管
理
す
る
た
め
の
基
本

と
な
る
。

　
予
測
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
二
つ
に
収
斂
（
し
ゅ
う

れ
ん
）
さ
れ
る
と
い
う
。
一

つ
は
、
過
去
の
類
似
事
例
か

ら
将
来
を
類
推
し
て
取
る
べ

き
行
動
を
選
択
し
よ
う
と
す

る
方
法
で
あ
る
。
今
日
の
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
時
代
に
お
い
て

は
、
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
統
計

処
理
に
よ
り
、
過
去
の
現
象

や
デ
ー
タ
の
中
に
潜
む
パ
タ

ー
ン
（
法
則
）
を
見
つ
け
出

す
。
例
え
ば
、
デ
ー
タ
か
ら

確
率
分
布
を
導
出
し
、
そ
の

分
布
の
期
待
値
（
平
均
値
）

や
標
準
偏
差
（
分
布
の
期
待

値
か
ら
の
広
が
り
度
合
い
）

か
ら
、
収
益
や
損
失
の
変
動

度
合
い
を
理
解
す
る
と
い
っ

た
方
法
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
方
法
は
、
熟

練
者
の
経
験
に
基
づ
い
て
将

来
を
洞
察
し
意
思
決
定
す
る

方
法
で
あ
る
。
言
葉
を
換
え

れ
ば
、
将
来
に
対
す
る
主
観

的
な
信
念
の
程
度
に
基
づ
く

判
断
で
あ
る
。
こ
の
方
法

は
、
前
者
に
比
し
科
学
的
で

な
い
よ
う
な
印
象
を
持
つ

が
、
直
接
的
な
デ
ー
タ
が
な

い
、
あ
る
い
は
少
な
い
状
況

の
下
で
依
拠
す
べ
き
現
実
的

な
方
法
で
あ
る
。
長
い
歴
史

の
中
で
培
わ
れ
た
こ
れ
ら
の

方
法
論
は
、
前
者
は
「
定
量

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
後
者
は

「
定
性
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と

呼
ば
れ
、
今
日
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の

中
で
定
着
し
て
い
る
。

２
．
リ
ス
ク
の
多

面
性
と
複
雑
性

　
全
く
新
た
な
事
態
に
直
面

し
た
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
関
連
情
報
を
持

ち
寄
っ
て
、
事
態
を
多
面
的

に
理
解
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ

う
。
そ
の
様
子
は
さ
な
が

ら
、
多
方
向
か
ら
エ
ッ
ク
ス

線
を
投
射
し
、
エ
ッ
ク
ス
線

の
透
過
デ
ー
タ
か
ら
人
体
の

横
断
面
を
再
構
成
す
る
Ｃ
Ｔ

ス
キ
ャ
ン
に
似
て
い
る
。
リ

ス
ク
に
対
す
る
分
析
も
「
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
」
と
い
う
表
現

が
当
て
は
ま
る
。
ま
た
、
こ

の
活
動
は
興
味
深
い
現
象
を

見
つ
け
出
し
、
そ
こ
か
ら
意

義
の
あ
る
問
題
を
切
り
取

り
、
そ
こ
に
潜
む
法
則
を
見

つ
け
出
す
。
そ
し
て
、
幾
つ

か
の
現
象
を
体
系
的
に
分
析

す
る
理
論
を
作
り
出
し
、
理

論
か
ら
導
か
れ
る
帰
結
を
仮

説
と
し
て
立
て
、
そ
れ
を
検

証
す
る
、
と
い
っ
た
科
学
者

の
と
る
プ
ロ
セ
ス
と
同
じ
で

あ
り
、
リ
ス
ク
管
理
に
科
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
時
に
、
リ
ス

ク
の
こ
と
を
常
に
考
え
て
い

る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

リ
ス
ク
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な

側
面
に
戸
惑
い

や
怖
さ
を
感
じ

た
経
験
も
多
い

は
ず
で
あ
る
。

ど
の
切
り
口
か

ら
分
析
す
る
か

（
ど
の
方
向
か

ら
の
画
像
を
採

用
す
る
か
）
に

よ
っ
て
、
リ
ス

ク
の
全
体
像
へ

の
理
解
（
推

定
）
は
異
な
る

も
の
と
な
る
。

そ
の
意
味
で

は
、
無
数
の
切
り
口
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
リ
ス

ク
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と

は
で
き
ず
、
保
険
会
社
に
と

っ
て
は
常
に
完
璧
が
な
い
ハ

ー
ド
ル
の
高
い
業
務
で
あ

る
。

　
ま
た
「
木
を
見
て
森
を
見

ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

が
、
リ
ス
ク
に
お
い
て
も
、

「
全
体
は
部
分
の
総
和
に
あ

ら
ず
」
、
危
険
間
の
相
互
関

係
に
よ
っ
て
、
そ
の
総
体
の

様
相
は
変
化
す
る
。
複
数
の

危
険
を
プ
ー
ル
に
し
て
管
理

す
る
保
険
会
社
に
と
っ
て
、

個
々
の
危
険
が
い
つ
も
同
時

に
同
程
度
に
起
き
る
こ
と
は

極
め
て
ま
れ
な
事
態
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
各
リ
ス
ク
量

の
単
純
合
計
よ
り
統
合
リ
ス

ク
量
（
複
数
の
危
険
を
集
め

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
リ

ス
ク
を
計
測
し
た
値
）
の
方

が
小
さ
く
な
る
ケ
ー
ス
が
一

般
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
わ

れ
わ
れ
の
身
近
な
リ
ス
ク
で

あ
る
火
災
の
発
生
と
人
の
寿

命
に
よ
る
死
亡
や
台
風
の
襲

来
は
、
常
に
一
緒
に
起
き
る

必
然
性
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
差
異
（
単
純
合
計

―
統
合
リ
ス
ク
量
）
を
専
門

用
語
で
は
分
散
効
果
（D
iv

ersification effect

）

と
呼
ん
で
い
る
。

　
保
険
プ
ー
ル
の
中
で
ど
の

よ
う
に
危
険
を
組
み
合
わ
せ

る
か
に
よ
っ
て
、
分
散
効
果

は
変
化
す
る
。
保
険
会
社

は
、
事
業
継
続
を
担
保
す
る

た
め
、
リ
ス
ク
の
発
現
に
備

え
適
切
な
資
本
を
確
保
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
有
限
の
資
本
を
い

か
に
効
率
的
に
使
う
か
を
検

討
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
は
重

要
で
あ
る
。

３
．
リ
ス
ク
の
類

型
と
保
険
リ
ス
ク

　
わ
れ
わ
れ
が
直
面
す
る
リ

ス
ク
に
は
、
リ
ス
ク
の
存
在

と
そ
の
特
性
を
十
分
承
知
し

て
い
る
リ
ス
ク
（
「
既
知
の

リ
ス
ク
」
と
呼
ぶ
）
も
あ
れ

ば
、
リ
ス
ク
の
存
在
は
承
知

し
て
い
る
が
、
そ
の
特
性
を

十
分
に
解
明
し
切
れ
て
い
な

い
リ
ス
ク
（
「
未
知
の
既
知

リ
ス
ク
」
と
呼
ぶ
）
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
登
場
す
る
以
前
に
、

現
在
わ
れ
わ
れ
が
経
験
し
て

い
る
よ
う
な
犯
罪
の
具
体
的

想
像
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う

に
、
現
時
点
で
は
存
在
す
ら

知
ら
な
い
リ
ス
ク
（
「
未
知

の
未
知
リ
ス
ク
」
と
呼
ぶ
）

と
い
っ
た
３
類
型
が
考
え
ら

れ
る
。

　
経
済
学
（
フ
ラ
ン
ク
・
ナ

イ
ト
）
で
は
不
確
実
性
に
つ

い
て
、
経
済
主
体
が
将
来
事

象
に
対
し
て
い
か
に
合
理
的

に
期
待
を
形
成
し
て
意
思
決

定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
、
生
起
確

率
が
計
測
で
き
る
事
象
を

「
リ
ス
ク
（m

easu
rab

le u
n
c
e
rta
in
ty

）
」

と
、
そ
れ
が
難
し
い
事
象
を

「
真
の
不
確
実
性
（u

n
m
e

asu
rab
le u
n
ce
rtain

ty

）
」
と
呼
び
、
区
別
し

て
い
る
。

　
保
険
の
対
象
は
、
「
リ
ス

ク
」
と
呼
び
得
る
事
象
で
あ

り
、
従
っ
て
リ
ス
ク
の
計
量

化
が
可
能
で
、
保
険
制
度
と

し
て
運
営
で
き
る
も
の
に
限

定
さ
れ
る
。

　
リ
ス
ク
の
類
型
を
整
理
す

る
と
図
表
１
の
通
り
で
あ

る
。４

．
リ
ス
ク
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム

　
リ
ス
ク
に
対
し
て
、
多
く

の
デ
ー
タ
と
学
術
的
知
見
が

蓄
積
さ
れ
る
と
、
確
率
・
統

計
論
の
技
術
や
工
学
的
知
見

を
使
っ
て
リ
ス
ク
評
価
モ
デ

ル
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
を
保
険
会
社
は
内
部
管

理
の
た
め
に
活
用
し
て
お

り
、
一
般
に
「
内
部
モ
デ
ル

（In
t
e
r
n
a
l M

o
d

el

）
」
と
呼
ん
で
い
る
。

内
部
モ
デ
ル
は
、
い
わ
ば
現

時
点
の
ナ
レ
ッ
ジ
の
集
大
成

と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
注
意
が
必
要
な
こ
と

は
、
モ
デ
ル
が
主
と
し
て
過

去
の
デ
ー
タ
を
よ
り
ど
こ
ろ

と
す
る
限
り
、
そ
こ
に
は
、

「
過
去
の
パ
タ
ー
ン
は
将
来

も
繰
り
返
す
」
と
い
う
前
提

に
立
っ
て
将
来
を
予
測
し
て

い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。

　
保
険
会
社
が
引
き
受
け
て

い
る
責
任
は
あ
く
ま
で
将
来

の
事
象
で
あ
っ
て
、
過
去
の

パ
タ
ー
ン
で
は
な
く
、
過
去

の
傾
向
か
ら
乖
離
（
か
い

り
）
す
る
可
能
性
は
い
く
ら

で
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
リ
ス
ク
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は

リ
ス
ク
に
対
す
る
ナ
レ
ッ
ジ

を
常
に
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
し
、
同
時
に
リ
ス
ク
ご

と
に
ど
こ
ま
で
ナ
レ
ッ
ジ
が

成
熟
し
て
い
る
の
か
を
自
覚

し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
ナ
レ
ッ

ジ
の
成
熟
度
合
い
に
応
じ

て
、
前
述
の
二
つ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
補
完
的
に
使
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
未
知
の
要

素
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
内
部
モ
デ
ル
か
ら
出
て

く
る
情
報
に
加
え
、
発
生
頻

度
、
損
害
強
度
に
関
す
る
定

性
的
な
評
価
基
準
を
設
定

し
、
洞
察
力
を
フ
ル
に
使
っ

て
一
定
の
シ
ナ
リ
オ
を
描

き
、
自
社
へ
の
影
響
力
を
分

析
す
る
定
性
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
取
る
必
要
が
あ
る
。

５
．
継
続
的
な
改

善
ル
ー
プ

　
保
険
経
営
に
お
い
て
は
、

経
営
目
標
達
成
を
阻
害
す
る

要
因
（
リ
ス
ク
）
を
網
羅
的

に
洗
い
出
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
計
画
を
立
て
る
が
、
同
時

に
リ
ス
ク
に
関
す
る
ナ
レ
ッ

ジ
を
継
続
的
に
高
め
て
い
く

仕
組
み
を
備
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　「
リ
ス
ク
管
理
」
と
は
、

文
字
通
り
、
「
リ
ス
ク
」
と

「
管
理
」
の
結
合
概
念
で
あ

る
。
管
理
（
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
で
あ
る
以
上
、
①
計
画

（P
lan
n
in
g

：
Ｐ
）
②
遂

行
（D

o

：
Ｄ
）
③
監
視

（C
h
eck

：
Ｃ
）
④
是
正

措
置
（A

ction

：
Ａ
）
と

い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
セ
ス
に

沿
っ
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

　
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
図
表

２
の
よ
う
に
、
第
１
段
階
は

リ
ス
ク
の
確
認
・
特
定
活
動

で
あ
る
。
実
務
で
は
、
事
業

計
画
を
策
定
す
る
際
、
一
覧

性
の
あ
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を

使
っ
て
リ
ス
ク
を
洗
い
出
す

（
こ
れ
を
「
リ
ス
ク
レ
ジ
ス

タ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
）
。

第
２
段
階
は
リ
ス
ク
の
評
価

で
あ
る
。
前
述
し
た
通
り
、

定
量
・
定
性
手
法
を
駆
使
し

評
価
す
る
。
第
３
段
階
で

は
、
そ
の
リ
ス
ク
を
ど
の
よ

う
に
処
理
す
る
か
、
す
な
わ

ち
、
保
険
引
き
受
け
方
針
や

再
保
険
（
注
）
方
針
を
決

め
、
事
業
計
画
を
達
成
で
き

る
リ
ス
ク
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
リ
ス
ク
は
リ
タ
ー
ン
の

源
泉
で
あ
る
た
め
、
経
営
目

標
達
成
と
目
指
す
リ
ス
ク
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
表
裏
の
関

係
に
あ
る
。
第
４
段
階
で

は
、
選
択
さ
れ
た
方
針
に
従

っ
て
実
践
し
、
定
期
的
に
そ

の
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
に

な
る
、
必
要
で
あ
れ
ば
是
正

措
置
を
講
じ
る
。
こ
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ス
ク
ナ

レ
ッ
ジ
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
、
保
険
会
社
の
継
続
と
成

長
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い

る
。	

（
つ
づ
く
）

◇

　（
注
）
再
保
険
取
引
と

は
、
保
険
会
社
が
保
険
会
社

に
保
険
を
掛
け
、
自
社
の
保

険
リ
ス
ク
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
外
に
出
す
取
引
。
そ
れ

故
、
再
保
険
会
社
は
、
保
険

会
社
の
保
険
会
社
と
呼
ば
れ

る
。

　（
文
中
の
意
見
に
当
た
る

部
分
は
執
筆
者
個
人
の
も
の

で
あ
り
、
所
属
す
る
組
織
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
◆
こ
の
連
載
は
隔
週
木
曜

日
に
掲
載
し
ま
す
。

連
載　

保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
基
礎
講
座　
《
第
２
回
》

保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
温
故
知
新
②

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
　
　

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　

後
藤
　
茂
之

図表１

フランク・ナイト
のリスク

（「既知リスク」）

真の不確実性
（「未知の既知
リスク」）

認知されていないリスク
（「未知の未知リスク」）

データが十分にあり、
確率分布が導出できる

データが十分になく、
確率分布が描けない

将来の結果が
期待値から
乖離（かいり）
する可能性

図表２

リスク制御
（Risk control）

残存リスクの確認・特定
（Exposure Identification）

リスクの評価
（Risk Assessment）

リスクの定性的アプローチ
（Qualitative approach）

リスクの定量的アプローチ
（Quantitative approach）

リスクの処理計画・方法（Risk treatment）
の選択・実施

実施（Action）、効果検証・改善（Monitoring）

回避（Avoidance）または
除去（Elimination）

軽減
（Reduction）

リスク財務
（Risk financing）

保有
（Retention）

移転
（Transfer）

【
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大
手
損
害
保
険
会
社
お

よ
び
保
険
持
ち
株
会
社
に

て
、
企
画
部
長
、
リ
ス
ク

管
理
部
長
を
歴
任
。
日
米

保
険
交
渉
、
合
併
・
経
営

統
合
に
伴
う
経
営
管
理
体

制
の
構
築
、
海
外
Ｍ
＆

Ａ
、
保
険
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
構

築
、
グ
ル
ー
プ
内
部
モ
デ

ル
の
高
度
化
、
リ
ス
ク
ア

ペ
タ
イ
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
Ｏ
Ｒ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
セ

ス
整
備
に
従
事
。
Ｉ
Ａ
Ｉ

Ｓ
、
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｖ
ａ
　
Ａ

ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
、
Ｅ
Ａ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
Ｅ

Ｒ
Ｍ
関
連
パ
ネ
ル
に
参

加
。
現
職
に
て
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ

高
度
化
関
連
コ
ン
サ
ル
に

従
事
。

　
大
阪
大
学
経
済
学
部
卒

業
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
経
営
研
究
所
・
客
員
研

究
員
、
中
央
大
学
大
学
院

総
合
政
策
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
博
士
（
総
合
政

策
）
。


